
項目 テーマ 取組み内容 ①取組みと②数値目標

2022年12月21日

環境
ゴミ・廃棄物

削減

　①　安全衛生マネジメントシステムの推進

　　　 (リスク評価、目標設定、対策実施など)

　②　2025年3月までに交通事故防止や通勤

      時の事故対応についてマニュアル化し、事故

      時の対策について全員に周知

　①　(1)空きビンの分別回収・リサイクル活動

　　　 (2)ペーパーレス化の推進

　②　(1)牛乳ビンの回収使用率95％を達成

　　　 (2)お客さまから紙での申込をメールやSNS

　　　　　　を活用した申込に順次切替

株式会社岩橋

代表取締役　岩橋　公大
当社は、国連が提唱する持続可能な開発目標（SDGs）に賛同し、

持続可能な社会の実現に向けた積極的な取組みを行ってまいります。

SDGs宣言書

SDGsのゴール

　①　顧客満足度（CS）調査の実施および

　　　 職員による宅配先のお客さまの健康状態の

　　　 把握等に努め、お客さま一人一人に提案

　　　 していく仕組みづくり 社会・

経済

顧客ニーズや

課題の把握・

改善

製品に関する顧客の意見や

ニーズを積極的に収集し、

顧客満足度向上に向け

改善していきます。

全社員が安全に通勤し、健康

的に過ごしていける会社

組織を目指すため社員一人

一人へ安全衛生に関する

様々な機会を提供する

ことに努めます。

未来の地球環境を守るため、

自社主力事業である牛乳の

宅配をはじめとして、

リサイクルやリユースできる

商品を多くの方に提供

していきます。

全社員が、法令順守について

理解をし、違反する行為を

行わないように防止します。

 社会・

経済

職場の安全

衛生の向上

　②　年10件以上、顧客満足度向上

　①　規程・方針にあらゆる違法行為を禁ずる

　　　 旨を定める

社会
違法行為の

防止
　②　2025年3月までに社内規程を再作成し、

　　　 違法行為を禁ずる旨を定める

　　　 全従業員の出社退社時のアルコールチェック

ＳＤＧｓとは
持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable Development Goals）とは，
2015年9月の国連サミットで加盟国の全会一致で採択された「持続可能な開発
のための2030アジェンダ」に記載された，2030年までに持続可能でよりよい
世界を目指す国際目標です。17のゴール・169のターゲットから構成され，地球
上の「誰一人取り残さない（leave no one behind）」ことを誓っています。


